
2023年度西日本 OBサッカー連盟全域福井テクノポート大会 

 

日時：１０月１日（日）１３：００～ 

天候：晴れ 

場所：福井テクノポートサブグランド（天然芝） 

 

京都暁 SR １－１ 西日本連合 SR 

 前半 ０－０ 

 後半 １－１（得点者 牛場 1） 

 

FW 久保田（橋本）下岡（牛場）中山秀（川上） 

MF      中山養  西  矢吹（坂岡） 

DF   中川  生谷  小竹  内藤 

GK           樋口 

 

【前半】一進一退の攻防。４分中山養のシュートもクロスバーを越える。６分、７分にはシュートを打たれ

る。１５分には小竹からのスルーパスを受けた西のシュートがクロスバーに当り、久保田が反応するも

わずかに届かず相手 DFにクリアされた。 

【後半】相手MF木下（滋賀）の動きがよくなかなか攻め込めない。それでも７分にスルーパスが牛場に

つながり左４５度からのシュートがネットを揺らした。その３分後ゴール前の混戦からシュートを決めら

れ追いつかれる。終了間際に西がシュートを打つも惜しくもはずれホイッスル。 

 

日時：１０月１日（日）１４：４０～ 

場所：テクノポートスタジアム（天然芝） 

 

京都暁 SR ５－０ 名古屋 500クロウズ SR 

 前半 １－０（得点者 牛場 1） 

 後半 ４－０（得点者 牛場 ２ 西 １ 中山秀 １） 

 

FW 久保田（矢吹） 牛場  中山秀 

MF   中山養    西    川上 

DF 生谷（下岡） 小竹 坂岡（内藤） 中川 

GK           樋口 

 

【前半】京都の方がよく動いている。３分、小竹からのスルーパスを受けた牛場がドリブルシュートを決

める。 

【後半】開始早々、攻め込まれる。３分にはゴール前混戦となり、あわやという場面で小竹が身を挺しク

リアして難を逃れた。その後は京都のペース。５分、７分、１０分、１３分に西、牛場、牛場、中山秀のシュ

ートが決まり、終わってみれば５－０の完勝。 

 

 



日時：１０月２日（月）１1：0０～ 

場所：テクノポートスタジアム（天然芝） 

 

京都暁 SR ３－１ 西日本連合 SR 

 前半 ０－１ 

 後半 ３－０（得点者 牛場 ３） 

 

FW 久保田（矢吹） 牛場  中山秀 

MF   中山養   西    内藤 

DF 下岡  生谷（坂岡）小竹  中川 

GK          橋本 

 

【前半】前日の決着をつけるべく両者は互いに気合が入っている。６分に牛場の右からの絶好のセンタ

ーリングを久保田がゴールポスト前で合わせ損ないノーゴール。逆に１０分に１０メートルのミドルを決

められ失点する。その後、牛場が再三シュートするも枠をとらえられない。 

【後半】京都は気合が入る。７分には西からのスルーパスを牛場がワントラップシュートでネットを揺ら

す。１２分には中山秀からのスルーパスが牛場にわたりシュートで逆転。足を止めないようにと中山養

の声が響く。終了間際には西が相手のキーマン木下のボールを奪い、牛場にパス。これを鮮やかに決

めてダメを押した。 

 

くぼやんのつぶやき 

 牛場の SRでの７得点に Rの試合での得点を合わせると両手では数えきれない異次元の活躍に敵、

味方から賞賛を通り越してあきれ返えられた。 

 対名古屋戦で見せた小竹の渾身のディフェンス、対連合戦での中山養が声を張り上げ味方を鼓舞し

て走り回った姿も印象的だった。 

 攻撃面では紫パンツの西が歳を感じさせない鮮やかな球出しとシュートで魅せてくれた。これと対照

的に同じく紫パンツの久保田が対連合戦で絶好のセンターリングに半歩遅れてゴールを外して、明暗

を分けた。 

 グラウンドを所狭しと走り回っていた矢吹にも皆の注目が集まっていた。これからが楽しみだ。 

 

報告者：久保田建夫 



 


